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グ
ラ
ム
．
Ｈ
・
ク
リ
ス
チ
ア
ン
医
師
（
以
下
「
グ
ラ
ム
」
）
の

一
八
八
四
年
３
局
届
目
鼻
房
号
『
三
８
門
言
に
発
表
し
た
「
組

織
切
片
と
乾
燥
標
本
の
分
裂
菌
の
鑑
別
染
色
法
」
己
８
国
ｇ
の

扇
昌
一
貝
①
甸
画
『
ウ
匡
三
館
口
①
局
の
の
三
国
白
ご
］
局
の
《
の
国
冒
］
の
、
ご
昌
言
‐
匡
己
旦

弓
目
鼻
①
呂
国
恩
団
扇
戸
）
（
僅
か
五
頁
）
は
今
日
ま
で
感
染
症

の
起
因
菌
の
迅
速
診
断
に
利
用
さ
れ
て
来
て
い
る
。

グ
ラ
ム
は
一
八
五
三
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

で
出
生
し
、
父
は
法
律
学
教
授
。
長
じ
て
自
然
科
学
を
学
ん
だ

後
、
植
物
学
の
助
手
に
な
る
。
そ
の
後
医
学
に
興
味
を
持
ち
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
大
学
で
医
学
を
学
び
市
内
の
病
院
に
勤
務
し
、

萎
黄
病
他
種
々
の
疾
患
の
赤
血
球
の
数
と
大
き
さ
に
つ
い
て
研

究
発
表
二
八
八
三
）
し
本
研
究
に
よ
り
金
賞
を
受
け
て
い
る
。

当
時
計
測
に
は
ト
ー
マ
の
装
置
（
ツ
ア
ィ
ス
）
を
使
用
し
て
い

る
。
グ
ラ
ム
の
血
液
学
研
究
に
つ
い
て
は
そ
の
後
血
液
学
で
は

媚
グ
ラ
ム
医
師
の
研
究
の
経
過
に
つ
い
て

会
田
恵

会
田
内
科
医
院

時
に
引
用
文
献
に
見
ら
れ
る
程
度
で
、
後
年
著
名
な
血
液
学
者

Ｍ
・
Ｍ
・
ウ
イ
ン
ト
ロ
ー
ブ
は
著
書
二
九
八
五
）
の
中
で
グ

ラ
ム
の
赤
血
球
の
大
き
さ
に
関
す
る
報
告
は
認
め
な
が
ら
も
、

細
菌
染
色
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
の
み
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
デ
ン
マ
ー
ク
の
細
菌
学
の
父
と
言
わ
れ
た
著
名
な
細

菌
学
者
Ｃ
・
Ｊ
・
サ
ル
モ
ン
セ
ン
の
大
学
の
研
究
室
に
入
っ
て

初
め
て
細
菌
学
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。
サ
ル
モ
ン
セ
ン
は
グ
ラ
ム

が
ベ
ル
リ
ン
へ
研
究
に
赴
く
時
に
Ｃ
・
フ
リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル
に

紹
介
状
を
書
い
て
い
る
（
一
八
八
三
）
。
フ
リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル

（
一
八
六
一
～
一
九
一
五
）
は
、
肺
炎
の
ク
レ
ブ
シ
ラ
桿
菌
（
フ

リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル
桿
菌
）
を
発
見
し
た
細
菌
学
者
で
あ
る
。

グ
ラ
ム
は
当
初
ベ
ル
リ
ン
の
病
院
で
腎
孟
腎
炎
の
解
剖
例
に

組
織
染
色
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
経
験
が
細
菌
の
分
別

染
色
に
導
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
は
所
謂
細
菌
学
の
黄
金

期
の
初
期
で
あ
り
著
名
な
細
菌
学
者
が
輩
出
し
て
お
り
多
く
の

学
者
の
影
響
を
受
け
て
、
グ
ラ
ム
染
色
の
発
見
が
誕
生
し
た
と

当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

当
時
Ｃ
・
ワ
ィ
ゲ
ル
ト
ニ
八
四
九
～
一
九
○
四
）
は
黄
金

期
の
幕
開
け
の
時
代
に
な
る
が
細
菌
学
者
、
病
理
学
者
と
し
て
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多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。
当
時
天
然
痘
が
流
行
し
患
者
の

皮
膚
組
織
の
核
染
色
に
用
い
る
ア
ン
モ
ニ
ュ
ウ
ム
ヵ
ル
ミ
ン
を

用
い
て
細
菌
染
色
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
（
一
八
七
二
）
。
当
時

組
織
内
の
細
菌
染
色
を
初
め
て
証
明
し
た
こ
と
は
細
菌
学
の
歩

み
と
し
て
重
要
な
研
究
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
時
か
ら
組
織

の
中
の
細
菌
を
検
査
し
、
感
染
巣
の
病
理
診
断
が
よ
り
正
確
に

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

冒
頭
の
本
論
文
の
中
で
は
コ
ッ
ホ
と
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
結
核

菌
鑑
別
法
及
び
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
ア
ニ
リ
ン
ゲ
ン
チ
ァ
ナ
バ
ィ

オ
レ
ッ
ト
溶
液
を
用
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
又
ョ
－
ド

処
理
の
あ
と
ア
ル
コ
ー
ル
で
脱
色
し
な
か
っ
た
分
裂
菌
と
臓
器

（
肺
炎
、
肝
膿
瘍
、
膀
胱
炎
な
ど
十
一
例
及
び
脱
色
し
た
分
裂
菌

と
臓
器
三
例
）
を
示
し
て
い
る
。
本
論
文
の
最
後
に
編
集
者
の

追
記
と
し
て
フ
リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル
が
本
法
の
染
色
法
は
最
善
の

方
法
で
あ
り
、
今
ま
で
の
各
種
の
症
例
に
使
っ
て
き
た
染
色
方

法
の
中
で
最
良
の
も
の
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
（
藤
野
監
訳

そ
の
後
帰
国
し
一
九
○
○
年
に
医
学
教
授
と
な
り
、
一
九
三

○
年
死
去
す
る
ま
で
病
院
か
ら
去
ら
な
か
っ
た
。
帰
国
後
の
研

「
微
生
物
学
の
一
里
塚
」
よ
り
）

究
に
は
赤
血
球
に
関
す
る
研
究
（
一
九
二
二
血
液
血
漿
の
線

維
素
の
量
の
計
測
の
新
法
に
つ
い
て
（
一
九
三
二
）
腎
孟
炎
の

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
・
マ
ン
デ
レ
ー
ト
の
治
療
と
他
の
治
療
と
の
比

較
（
一
九
二
八
）
な
ど
幅
広
い
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。グ

ラ
ム
染
色
に
つ
い
て
は
二
十
世
紀
に
入
り
そ
の
機
序
に
つ

い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
日
で
は
菌
体
表
面
構
造
の

グ
ラ
ム
陽
性
陰
性
の
相
違
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
が
知
ら
れ

て
い
る
。
な
お
前
述
の
所
謂
細
菌
学
の
黄
金
時
代
の
学
者
の
中

に
グ
ラ
ム
は
、
長
く
そ
の
名
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
最
新
米
国

の
「
三
門
詞
○
四
○
Ｆ
○
の
ご
勺
国
ン
幻
の
Ｏ
ｚ
ｇ
Ｓ
で
は
黄
金
期

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
Ｒ
・
コ
ッ
ホ
、
メ
チ
ニ
コ
フ
．
Ｅ
に
つ

い
で
名
を
連
ね
て
い
る
。


